■補足説明資料

ファイル名：S1-B.doc

	氏名（所属）
	B

	(1)計算モデル
	・S10～S13

	(2)用いた手法

ソフト名・作成者
	・統計的グリーン関数法

ソフト名：statisticalG (matlabコード)

・作成者：自社開発プログラム（2007年糸井達哉作成，2009年本プロジェクト用に山本修正）

	(3)参考文献
	・Boore(1983)，Irikura(1986)，釜江ほか(1990)

・香川(2004)：ただし，今回は香川の方法は未使用

	(4)有効振動数
	・1～20Hz

	(5)乱数発生法
	・S10：Random73981.csvを使用

・S11～S13：事前に各ケースで乱数を1000通り発生させ，その中でω-2モデルとの差の2乗和が小さいものから各ケース毎に3通りの乱数を選択。これらの乱数を使って地震動を作成。

・フィッティング範囲は0.0488Hz～50Hz

	(6)重ね合わせ
	－

	(7)減衰の導入法
	・ω-2モデルにQ値項を掛け合わせる（統計的グリーン関数法による短周期地震動計算ベンチマークテストp.6(1b)式）

・QなしはQp=Qs=999999.9として計算（S10～S12）

・成層地盤の増幅計算時には，Vs・Vsの虚数部にQ値として導入。

周波数依存の任意の関数形で与えられる（S13）

	(8)提出波形に施した波形処理 
	・元波形で特に処理はしていない

	(9)その他
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図1　ケースS10の加速度波形
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図2　ケースS10の擬似速度応答スペクトル(h=5%)
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図3　ケースS11の加速度波形

※ω-2モデルとの誤差が小さいものを上から順番に並べている）
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図4　ケースS10の擬似速度応答スペクトル(h=5%)
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図5　ケースS12の加速度波形

※ω-2モデルとの誤差が小さいものを上から順番に並べている）
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図6　ケースS10の擬似速度応答スペクトル(h=5%)
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図7　ケースS13の加速度波形

※ω-2モデルとの誤差が小さいものを上から順番に並べている）
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図8　ケースS10の擬似速度応答スペクトル(h=5%)
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